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論文の内容の要旨

　湖沼の富栄養化は水圏環境保全の観点から昨今大きな問題となっているが，現象の時問的，空問的広がりのた

め，水質の直接測定によって全般の状況を把握することは極めて困難である。この論文は，衛星画像に基づいて

広域的な水質のモニタリングを行うことを目標に具体的なデータ処理の手法を提案し，その可能性を確かめたも

のである。

　リモートセンシングデータをクロロフィルや溶存有機物質といった水質指標に結びつけようとするとき，ニュー

ラルネットワークの技法を応用すれば，従来の回帰分析によるよりもはるかに的確な推定が可能である。とりわ

け湖沼の生産性が比較的低い時季の水質判定に際しては，通常の解析では相関の抽出が困難であるが，この技法

によればある程度有用な情報が得られる。

　ここでは典型的な例として霞ヶ浦の水質モニタリングを試み，複数地点における水質実測資料を用いた検定の

結果，この種の目的では近赤外領域のリモートセンシングデータを判定資料に加えることが有効であるとの知見

を得ている。また，実際に捕提された現象から，湖水のpH値が急激な富栄養化を代表する重要な指標となり得る

ことを指摘している。

　最終的に，地上測定値に依存することなく，各種衛星画像から総合生産性の平面的な高低分布を与えるモデル

が提案されている。これは季節ごとに設定された4つの水質指標の平面分布推定に立脚するもので，今後多くの

実測資料に墓づいて信頼性を高めることにより，広域的な水質モニタリングのための一層有用なツールとなるこ

とが期待される。

審査の結果の要旨
　リモートセンシングによる湖沼水質のモニタリングという時宜を得た課題にとり組み，評価に値する研究成果

を挙げている。データ処理の高度な手法を学習し，現象論的にも十分な洞察を示している。ここで提案された環

境評価モデルは近い将来の実用に向けて有望と判断される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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